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１．当事者の調査結果抜粋（18歳以上／18歳未満）

（１）サービスを利用しやすくするために必要なこと（問14/問13）

 サービスを利用しやすくするために必要なこととして、18歳以上と18歳未満で共通して上位に挙がっている

のは、「サービス利用に関する決まりや仕組みをわかりやすくすること」「事業所を選べるように、わかりやす

い説明や情報提供があること」「通いやすい場所にサービスを利用できる施設・事業所があること」「使いた

いときに使えるように利用できる曜日・時間を増やすこと」となっている。

18歳以上
（n=2152)

18歳未満
(n=713)

サービス利用に関する決まりや仕組みをわかりやすくすること 36.8％ 50.1％

事業所を選べるように、わかりやすい説明や情報提供があること 24.0％ 46.7％

自分に合った事業所を利用できること 20.8％ 40.5％

通いやすい場所にサービスを利用できる施設・事業所があること 20.3％ 49.6％

使いたいときに使えるように利用できる曜日・時間を増やすこと 16.0％ 40.7％

サービスに携わるスタッフ・人材の知識・技術・意識を高めること 15.6％ 43.1％

サービスに携わるスタッフ・人材の人数を増やすこと 14.1％ 35.9％

重度の障がいや医療的ケアにも対応できること 9.7％ 14.4％

サービスを提供している部屋や建物を広くすること 4.7％ 18.8％

特に必要と思うことはない 9.4％ 2.8％

その他 3.8％ 7.2％

無回答・無効回答 33.5％ 10.5％

※上位5項目に網掛けをしている
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１．当事者の調査結果抜粋（18歳以上／18歳未満）

（２）困りごとを相談しやすくするために必要なこと（問3７/問３８）

 困りごとを相談しやすくするために必要なことは、 18歳以上でも18歳未満でも共通して、「身近な場所で相

談できること」が最も多く、その他、「対応する人が障がい特性を理解していること」や「どこで、どんな相談が

できるかわかりやすいこと」「専門的な相談や助言ができる人材がいること」などが上位となっている。

0 20 40 60

身近な場所で相談できること

対応する人が障がい特性を理解していること

どこで、どんな相談ができるかわかりやすいこと

専門的な相談や助言ができる人材がいること

休日や夜間でも相談できること

どのような相談にも１か所の窓口で対応してもらえること

予約をしなくても話を聞いてもらえること

電話やオンラインで相談できること

定期的に相談できること

相談員が自宅に訪問してくれること

同じ障がいをもつ方に相談できること

実際に相談した方の評価（口コミ）が確認できること

手話通訳などのコミュニケーションの支援が充実していること

その他

無回答・無効回答

（％）

18歳以上

（n=2152)

18歳未満

(n=713)
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１．当事者の調査結果抜粋（18歳以上／18歳未満）

（３）障がい者への取組として充実させてほしいこと（問４３/問４５）

 障がい者への取組として充実させてほしいことについて、18歳以上・18歳未満それぞれの上位10項目を抜

粋して比較すると、おおむね共通した項目が挙げられている。

 なお、18歳以上に特徴的な項目としては「医療やリハビリの充実」「災害時の支援体制の整備」が、18歳未満

に特徴的な項目としては「療育や教育の充実」「日中活動の場の整備」が挙げられる。

40.7

32.9

19.9

17.1

16.4

16.1

15.4

14.6

12.3

11.3

0 10 20 30 40 50

手当や年金などの

経済的な支援の拡充

相談支援や情報提供の充実

障がいについての理解の促進

障がい者に配慮された

住むところの整備

災害時の支援体制の整備

家で受けられるサービスの充実

医療やリハビリの充実

働きやすい環境づくり

グループホームなどの

地域で暮らせる場の整備

入所施設の整備

(%)

18歳以上

（n=2152)

43.9 

36.9 

34.9 

30.7 

26.6 

21.0 

18.1 

16.1 

14.3 

14.0 

0 10 20 30 40 50

療育や教育の充実

相談支援や情報提供の充実

手当や年金などの

経済的な支援の拡充

障がいについての理解の促進

働きやすい環境づくり

グループホームなどの

地域で暮らせる場の整備

障がい者に配慮された

住むところの整備

入所施設の整備

日中活動の場の整備

家で受けられるサービスの充実

(%)

18歳未満

(n=713)
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１．当事者の調査結果抜粋（18歳以上／18歳未満）

（４）家族への取組として充実させてほしいこと（問４９/問５２）

 家族への取組として充実させてほしいことは、18歳以上でも18歳未満でも「親亡き後の本人のことについて

相談できるサービス」が最も多くなっていた。

 なお、18歳未満では「同じ境遇の家族に相談できるサービス」「当事者への関わり方を学ぶ場」が上位に挙

がっている。

19.2

17.5

16.1

12.7

12.6

10.8

9.4

6.0

2.1

3.3

50.8

0 10 20 30 40 50 60

親亡き後の本人のことについて

相談できるサービス

経済的支援に関する

相談・情報提供

医療福祉専門職に

相談できるサービス

短期入所（ショートステイ）の充実

介護や家事援助などを行う

ホームヘルプサービスの充実

緊急一時保護の充実

同じ境遇の家族に相談できる

サービス

当事者へのかかわり方を学ぶ場

当事者家族が主催する学習会

その他

無回答・無効回答

(%)

18歳以上

（n=2152)

56.2

39.8

38.1

32.4

29.5

25.1

23.0

20.5

16.7

3.9

6.5

0 10 20 30 40 50 60

親亡き後の本人のことについて

相談できるサービス

医療福祉専門職に

相談できるサービス

同じ境遇の家族に

相談できるサービス

経済的支援に関する

相談・情報提供

当事者へのかかわり方を学ぶ場

短期入所（ショートステイ）の充実

緊急一時保護の充実

介護や家事援助などを行う

ホームヘルプサービスの充実

当事者家族が主催する学習会

その他

無回答・無効回答

(%)

18歳未満

(n=713)



18.8

6.5

12.3

60.9

4.3

0 50 100

医療的ケア者に対応している

医療的ケア児に対応している

現在対応していないが、

今後検討する

現在対応しておらず、

今後も対応の予定はない

無回答・無効回答

(%)

事業所

（n=138)
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２．サービス提供事業所の調査結果抜粋

（１）医療的ケアへの対応（問１１-１、１１-２）

 「医療的ケア“者“に対応している」事業所は18.8％、「医療的ケア”児”に対応している」事業所は6.5％だった。

 対応している医療的ケアの内容は、「痰吸引」74.2％と「経管（経鼻・胃ろう含む）」71.0％が多く、続いて「人

工呼吸器管理」と「導尿」が22.6％、「酸素」19.4％などとなっている。

74.2

71.0

22.6

22.6

19.4

16.1

12.9

12.9

9.7

9.7

3.2

0.0

16.1

3.2

0 20 40 60 80

痰吸引

経管（経鼻・胃ろう含む）

人工呼吸器管理

導尿

酸素

気管内挿管、気管切開

吸入（ネブライザー）

腸ろう・腸管栄養

鼻咽頭エアウェイ

人工肛門

ＩＶＨ（中心静脈栄養）

透析

その他

無回答・無効回答

(%)

事業所

（n=31)
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２．サービス提供事業所の調査結果抜粋

（２）困難事例への相談対応状況（問１３-１）

 困難事例への相談対応状況としては、上位2項目を「利用者本人の高齢化」41.3％と「親の高齢化」39.1％

が占めており、高齢化の課題についての相談が多くなっている。次いで、「世帯の生活困窮」と「介助や支援

を要する家族が複数いる」が30.4％、「ひきこもり」28.3％、「ひとり親家庭」27.5％、「虐待・DV」26.1％な

どとなっている。なお、「相談を受けたことがない」が23.9％となっている。

41.3

39.1

30.4

30.4

28.3

27.5

26.1

18.8

13.8

10.9

7.2

23.9

7.2

2.2

0 20 40 60

利用者本人の高齢化

親の高齢化

世帯の生活困窮

介助や支援を要する家族が複数いる

ひきこもり

ひとり親家庭

虐待・ＤＶ

高齢の親と中年の無職の本人

アルコール等の依存症

借金

子どもが主な介助者・支援者である

相談を受けたことはない

その他

無回答・無効回答

(%)

事業所

（n=138)


